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事業と社会貢献に人生を捧げた
祖父の想いを継承する

─御社は長年この地域に根差して事業
をされてきたそうですね。
　ええ。祖父がこの一帯で事業を始め、
もう約 70 年になります。祖父は『阪急
電鉄』や『京阪電鉄』の沿線事業に関連
する様々な開発にも携わっていました。
現在もそうしたデベロッパーさんとのお
付き合いは続いており、たとえば当社で
は『京阪電鉄』系列の「ひらかたパーク」
で飲食店『Dear ～』を運営しています。

「ひらかたパーク」は日本で最も歴史あ
るテーマパークですが、中に入る事業体
としては当社が最古参なんですよ。
─それは素晴らしい歴史と実績です！
川口社長は早くから家業を継ごうと考え
ていらっしゃったのですか。
　いえいえ、それは全くありませんでし
た。むしろ家業には頼らず何かをやって
みたいと思っていて、22 歳の時には自
分で建築業を始めたんです。「花博」の
解体工事やその付帯工事に携わることが
でき、順調に業績を伸ばしていけました。
そうして 24 歳の時には自社ビルを買っ
たのですが、半年後にあの阪神・淡路大
震災があり、ビルが半壊しまして……。

落ち込んでいても仕方がないので、自分
で解体を行って更地にし、そこにテント
と給水車を持ってきて、ボランティアの
入浴サービスを提供していましたね。
─ご自身もつらい状況の中、地域のた
めに活動をされたと！
　とは言え、そのころ祖父は「西宮球場」
を貸し切り、避難所として提供していま
したから、足元にも及びません（苦笑）。
祖父は『赤十字奉仕団』の団長や地域の
社会福祉教育会の会長を 40 数年務め、
褒章をいただいたこともあります。社会
貢献にとても関心を持ち、亡くなるまで
他人に尽くす人でした。身内ながら恐れ
多いぐらいなのですが、祖父を見習って
私も社会貢献は常に考えています。
─本当に偉大なお祖父様です。ところ
で、社長が現職に就かれたきっかけは？
　祖父は平成 25 年に亡くなったのです
が、ここ数年、当社は低迷期を迎えてい
たんです。それまで取引先のデベロッ
パーさんが何かプロジェクトをする際に
は、1 番に当社に報告がありました。し
かし祖父が亡くなってからは 1 番から 5
番手になり、いつしか 30 番手、50 番手に。
それは私にとって耐え難いことでした。
そんな現状を打破するため、経営を引き
継ぐことになったんです。2017 年には、

祖父のころから手掛けていた事業、そし
て私がやっていた建築業をまとめてホー
ルディングス化し、今は一念発起、頑張っ
ているところです。

あらゆる事業・活動に秘められた
地域や周囲の人々への想い

─では、社長が事業を推し進める上で
大切にされていることは何ですか。
　やはり一つは地域への貢献ですね。非
営利法人として『一般財団法人 大阪教
育再生支援協会』も運営しており、こち
らでは子どもや保護者などへの支援を
行っています。また、祖父は 31 年前に「柴
島浄水場」に桜並木を作り、同時に『桜
祭り保存会』も立ち上げていました。こ
こ数年は祖父や私の手を離れていたので
すが、今年 3 月から改めて、地域振興を
念頭に運営を手掛けているんです。
　そしてもう一つ、運営する店舗では「四
季を感じる店づくり」をモットーにして
います。日本人として、日本特有の四季
という風土風習を大事にしたい。そのた
め、「ひらかたパーク」内の『Dear ～』、
それから昨年に始めたフラワーショップ

『Dear ～』も、お店から四季折々の風景
が見え、また各アイテムからも四季を感

地域のため、周囲の人々のため─
多角経営で大阪を支える気鋭の経営者
建築、不動産、飲食、さらには地域福祉─『藤栄ホールディングス』は、大阪市を拠点

として実に幅広い事業・活動を展開している。同社の川口社長は、様々な功績を残した祖父・

藤本與治氏から事業と想いを継承。さらなる発展を目指し、2017 年にホールディングス

化を実現した。そんな社長の経営に懸ける熱い想いを、タレントの島崎俊郎氏が伺った。

「これほどまでに幅広い活動を手掛ける、そのバイタ
リティと実行力が素晴らしいと思いました。全ての活
動に共通するのは『地域・社会貢献』という想い。そ
んな川口社長の掲げる『旗』に、志を同じくする多く
の社員さんやスタッフさん、取引先からの信頼が集
まっているのでしょう。今後さらなるご活躍を、心よ
り応援しております！」

島崎 俊郎
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じられるようにと心がけています。
─フラワーショップも手掛けられてい
るのですか！　本当に幅広いですね。
　フラワーショップは亡き祖母が花が好
きだったことから始めました。店づくり
は私が行い、切り盛りは妻に任せていま
す。病院や斎場へのお見舞い用、プロポー
ズで渡す用……花をお買い求めになるお
客様の様々なお話を、妻伝いに私も聞い
ています。人生の大事な場面に携われて
いますので、売上云々は関係なく、本当
に始めて良かったと思いますね。
─これだけの事業を牽引してこられ

た、社長の原動力とは何なのでしょう。
　当社にはお世話になっている取引先、
デベロッパーさんがいます。応援をいた
だいている以上、何らかの形として応え、
恩返しをしたい。そんな想いが一つの原
動力ですね。また、道なき道を歩いてく
る中で、振り返れば多くの社員・スタッ
フがいてくれました。社員がいなければ
経営は到底できません。『Dear ～』は学
生アルバイトが中心ですが、彼女たちは
私にとって我が子も同然です。皆には本
当に感謝しかないですね。
─経営者として、素晴らしいお言葉で

す！　きっと今の社長を見て、お祖父様
も天国で喜ばれていることでしょう。
　それはないと思いますよ。「お前は何
をしているんだ」という声しか聞こえて
きません（笑）。祖母が亡くなった時に「よ
く尽くしてくれた」と言ってもらった、
その一度きりしか祖父に褒められたこと
はありませんから。ただ、うちの家名や
血筋を絶対に汚さない、ということは常
に肝に銘じていることです。今後も人と
して、経営者として、祖父に恥じないよ
う生きていきたいと思っています。
� （取材／ 2019 年 3月）
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スイーツ&フードコート　Dear～	  大阪府枚方市枚方公園町1-1

フ ラ ワ ー シ ョ ッ プ　Dear～	  大阪府大阪市北区天神橋7-1-24

創 作 居 酒 屋　つ か さ	  大阪府大阪市淀川区十三本町1-4-18

　本文には入りきらないほど、川口社長が行う事業・活動は非
常に多岐にわたる。昨年 9 月には大阪・十三に『創作居酒屋 つ
かさ』をオープン。地域密着のアットホームな居酒屋として、
既に地元民から親しまれている。今年4月には、『藤栄ホールディ
ングス』のイメージタレントである和泉修氏（よしもとクリエ
イティブエージェンシー所属）が、社長プロデュースのもと足
ツボサロン『Shu Izumi Salon 3S』新大阪北店をオープンした️。
　非営利活動にも精力的だ。たとえば、社長は病気を患う子ど
もの支援も積極的に行っている。「私も幼少期に瞼が上がらない

病にかかっており、いつも祖父が手をつないで歩いてくれてい
ました。だから子どもたちに今、私ができることをしたいと思っ
ているのです」と社長は言う。また、『全国失業者更生指導本部 
街商支援協同組合』にも立ち上げから携わり、現在は名誉理事
長を務めている。今後、同団体は一般社団法人へと移行し、老
人ホームの慰問活動なども行っていく予定だ。
　あらゆる活動に尽力しながらも一切の苦労を窺わせず、さら
に活動の幅を広げる構えを見せる社長。偉大な祖父譲りの奉仕
の精神は、全国の経営者にとって大いに模範となるに違いない。

地域・社会貢献を旨とする様々な活動

『藤栄ホールディングス』
代表取締役 グループCEO

川口 晋司
大阪市出身。47 歳。創業約 70 年を数える
老舗企業を家業に持ちながら、別の道を模
索し、22 歳の若さで『藤和』を創業する。
2017 年には家業も含めてホールディングス
化を行い、『藤栄ホールディングス』を設立。
現在はグループ CEO として各事業を取りま
とめながら、『柴島浄水場 桜祭り保存会』の
会長、『全国失業者更生指導本部 街商支援協
同組合』の名誉理事長を務めるなど、様々な
団体にも携わっている。

▲女性社員の方々との記念撮影
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